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１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月16日（水）～11月30日（水） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童209名、保護者 

４ 取組の概要 

・「不登校傾向診断チェックシート」を活用し、児童の実態を把握、全教職員で共通理解、支援

を要する児童に対する関わり方について確認 

・各家庭において、児童のよさを認めたり、他者との関わり方について話し合ったりするよう

保護者に学校便りや学年通信等で呼び掛け 

・12月初旬の全校参観日後の保護者との懇談において、家庭における児童との関わり方につい

て交流 

５ 成果や課題 

○児童の実態把握を丁寧に行い、全校体制で配慮を要する児童を見守ることにより、きめ細か

な指導・支援を行うことができた。 

○保護者及び児童の接し方について、共通の認識をもつことができた。 

・「不登校傾向診断チェックシート」を活用した取組 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立緑小学校 
学級数：14学級 

児童数：218名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10～11月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童218名 

４ 取組の概要 

 ・児童会が通年で設置している悩み相談ボックスについて、10～11月は、「いじめをなくそう

キャンペーン」月間として、全校児童がいじめ防止に向けた取組を投稿 

・投稿された内容について児童会役員が検討し、取組が可能で効果があるものを全校児童に紹

介し、各学級で取組を実施（「いいとこさがし」「ほかほか言葉を増やそう」など） 

５ 成果や課題 

 ○児童が自ら「いじめ防止」について改めて考え実践する契機となり、いじめをなくすことへ

の意識を高めることができた。 

 

 

「いじめをなくそうキャンペーン！児童会『アイディアボックス』活動」 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・９月～12月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童218名、全教職員 

４ 取組の概要 

 ・困り感や悩みを抱えている児童がほっとできる場所、相談できる場所、補充的な学習サポー

トができる場所の意図的な設置、対象児童の心のケア 

５ 成果や課題 

 ○保健室を「心のほっとステーション」として位置付け、不登校児童を中心とした困り感のあ

る児童を対象に、全教職員がチームとなった支援を行うことができた。 

「学校のみんなでつくろう！『心のほっとステーション』」 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立北光小学校 
学級数：18学級 

児童数：493名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・８月～10月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童493名 

４ 取組の概要 

 ・児童会生活委員会の取組： 

  ①学級ごとにいじめ防止に関わる目標を立て、模造紙に書き、廊下に掲示 

  ②生活委員が全校児童に用紙を配付し、いじめチェックを実施 

５ 成果や課題 

 ○目標設定及びいじめチェックの取組を行うことにより、児童のいじめ防止に対する意識を高

めることができた。 

 

いじめ防止の学級目標設定、学級いじめチェック 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童493名、保護者 

４ 取組の概要 

 ・教育委員会作成の相談窓口一覧の配付、紹介 

 ・教育委員会、スクールカウンセラーとの連携を図った取組 

５ 成果や課題 

 ○相談窓口一覧を配付する際、児童にも紹介し、保護者への周知を徹底することができた。 

 ○不登校傾向の児童及び保護者に対して、教育委員会とスクールカウンセラーが連携を図り、 

面談を行うことができた。 

 

不登校に係る相談窓口・関係機関の紹介、関係機関との連携 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立美山小学校 
学級数：18学級 

児童数：447名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・７月～８月 

３ 対象及び参加人数 

 ・児童会生活委員会24名 

４ 取組の概要 

 ・「いじめをなくそう運動」として、いじめ撲滅に向けて生活委員会の児童が標語を考え、校内 

に掲示 

５ 成果や課題 

 ○廊下に掲示することで、全校児童がいつも「いじめは許されないこと」について意識を高め 

ることができた。 

 ○生活委員の児童が、休み時間などに呼び掛けを率先して行うことにより、いじめの根絶に向 

けて学校の雰囲気を醸成することができた。 

 

 

児童会による「いじめ防止標語」の取組 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月～３月 

３ 対象及び参加人数 

 ・保護者、学級担任、中学校教員、市の不登校対策コーディネーター、教頭 

４ 取組の概要 

 ・不登校児童の家庭における生活状況の把握、相談員が専門的知見を生かした話合い、母親へ 

の継続的な声掛け 

５ 成果や課題 

 ○不登校対策コーディネーターが話合いに参加したことにより、家庭及び学校の課題の解決に 

向けた意識や意欲を高めることができた。 

 ○中学校と密に連携を図り、長期的な対応を考えたことにより、よい結果につなげることがで 

きた。 

関係機関と連携した教育相談 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立大正小学校 
学級数：９学級 

児童数：140名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月23日（日） 

３ 対象及び参加人数 

 ・第２学年児童17名 

４ 取組の概要 

 ・路線バス・ＪＲを使って、市街中心部のデパートへのお遣い 

 ・友達と協力して調べたり尋ねたりしながら保護者から依頼された物を購入 

５ 成果や課題 

 ○異なる生活体験をもつ児童同士で交流し、体験的に課題解決を図ることで、互いのよさや助

け合いの大切さを実感させることができた。 

○公共交通機関の時刻に合わせて事前に自分の行動を組み立てることの必要性に気付き、目的

の達成のためにコミュニケーションを図ることの大切さを学ばせることができた。 

○自分の言動が周囲に与える影響や、他人・集団との関わりについて考えさせることができた。 

●生活体験に乏しく、社会の仕組みを知る機会や他人との関わりが減っていることから、事前

学習や家庭との連携を図る必要がある。 

 

 

路線バス・ＪＲで初めてのおつかい～思いやり・譲り合い・コミュニケーション 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童140人 

４ 取組の概要 

 ・市立図書館と連携し、学校図書館を単に本を読む場所としてだけではなく、誰でもいつでも

訪れてくつろげる場所にし、保健室登校や不登校児童の居場所として活用 

 ・児童の知的好奇心を喚起するとともに、悩みや願いを解決する場所として、児童の実態や指

導計画に即した資料の充実 

 ・学校司書によるレファレンスを通して、カウンセリング的な機能の充実 

５ 成果や課題 

 ○異学年の児童の交流が盛んになり、友達関係を広げることができた。また、一人で静かに過

ごしたい児童の居場所ができ、落ち着いて教室に戻ることができるようになった。 

 ○学校司書が児童一人一人の個性や好みを把握した上で本を貸し出したり、学級担任と情報共

有したりすることで、いじめや不登校の未然防止に役立てることができた。 

 ●蔵書数の少なさや分類の偏りについて改善を図る必要がある。 

 

 

読む・調べる・くつろぐ 学校図書館～学びのたまり場づくりプロジェクト 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立上常呂小学校 
学級数：９学級 

児童数：98名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・7月12日（火）～9月27日（火） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童98名 

４ 取組の概要 

 ・児童会が中心となり、仲良くする運動（全校での遊びやスポーツ大会などを通して、相手の

立場になって行動する心を育むとともに、全校児童で関わる楽しさを実感させる中で、いじ

めや孤立させない活動） 

 ・活動の意図を全校朝会で児童会が発表するとともに、各学級においても発達段階に応じて「い

じめ問題」について考える期間として全校で取組を実施 

５ 成果や課題 

 ○遊びを通して異学年の交流を図ることで、コミニケーションを図る機会となり、全校児童で 

遊ぶ楽しさを実感させることができた。 

 ●全校で遊ぶ意義と、いじめは許されないことをしっかりと認識させる必要がある。 

 

 

仲良くする運動 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・桜まつり（５月）、ふるさと夏祭り（８月）、秋祭り（９月）、北風祭（１月） 

３ 対象及び参加人数 

 ・対象：全校児童98名 参加者：30名前後 

４ 取組の概要 

 ・「上ところ子ども会」に加入をしていない児童についても積極的に参加を呼び掛け、地域のお

祭りを中心に活動を実施 

・お祭りで出会う地域住民との交流、学校と地域が一体となって児童を見守る活動の推進 

５ 成果や課題 

 ○「北風祭り」は、小・中学校、保育所、地域が連携を図り、地域の一大行事として実施した 

ことにより、児童が人との関わりを大切にするとともに、自然の中で逞しく活動する児童に 

対して、地域住民による温かく見守る体制をつくることができた。 

 ●お祭りの企画・運営の担当者の高齢化と保護者の協力や手伝いの減少について改善を図る必 

要がある。 

 

 

 

上ところ子ども会との連携…地域ぐるみの活動を通して 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立相内小学校 
学級数：７学級 

児童数：95名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童95名 

４ 取組の概要 

・児童会が中心となり、「相手の気持ちを考えた言葉遣いや行動」を心掛けるように、全校児童 

に呼び掛け活動を実施 

・全校児童の交流を目指した「遊び集会」の実施 

５ 成果や課題 

○全校児童による異学年交流を通して、低学年児童にやさしくし、高学年児童を尊敬するなど、 

仲間を尊重しようとする意識を高めることができた。 

●互いをよりよく理解し合う活動を通して、いじめの未然防止につなげる必要がある。 

 

 

 

 

互いの心を思いやる呼び掛け活動 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月28日（月） 

３ 対象及び参加人数 

 ・第４～６学年児童、保護者、教職員 85名 

４ 取組の概要 

・授業参観において、北見警察署生活安全課職員を講師に招き、「薬物・ネット親子安全教室」 

を開催（薬物の怖さ、インターネットや携帯電話の危険性や事故事例、正しい利用法など） 

５ 成果や課題 

 ○参加者同士が経験や知識、気付いたこと、意見などを交流することができた。 

○互いがインターネット・携帯電話についてのルールやマナー、 

相手を傷付けず、思いやりをもって利用する在り方を考えるよい 

きっかけとすることができた。 

 

薬物・ネット親子安全教室 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立東相内小学校 
学級数：８学級 

児童数：120名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月7日（月）～11日（金） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童120名 

４ 取組の概要 

 ・児童会三役が中心となり学校からいじめを無くすために、玄関前で呼び掛けを実施 

５ 成果や課題 

 ○全校でいじめを無くそうという雰囲気を醸成することができた。 

 ○いじめは絶対に許されないという決意を児童に認識させることができた。 

 ●年間を通した活動として改善を図る必要がある。 

 

 

 

 

児童会による「いじめなくそう」週間の実施 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月14日（月）～18日（金） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童120名 

４ 取組の概要 

 ・生活調査を基に、全校児童が学級担任と個別面談を実施、悩みなどを相談 

５ 成果や課題 

 ○日常の学校生活では表面化しない児童の悩み等を把握することができた。 

 ○悩みや学校生活上困難を感じている児童を早期に把握したことにより、不登校の未然防止に

役立てることができた。 

 ●日常的に児童の悩みや相談に乗る時間や期間の確保が必要である。 

 

生活調査を基とした、個別の面談週間の取り組み 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立上仁頃小学校 
学級数：４学級 

児童数：17名 

  

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月～12月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童17名 

４ 取組の概要 

・「友達の良いところを認め合おう」（12月生活目標）に係るポスター作成、呼び掛け 

（生活目標ポスター・いじめ撲滅ポスター） 

・友達のよさを見付け、伝え合う活動（朝の会、帰りの会で発表等）  

５ 成果や課題 

 ○物事の善悪の判断力を身に付け、いじめは絶対に許されないことを再確認することができた。 

○友達のよさを見付け合い、認め合うことで、児童相互の関わりを深めることができた。 

○思いやりのある接し方や声の掛け方を身に付けることができた。 

 

 

 

友達の良いところを認め合おう（児童会の取組） 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・３日間（９月29日（木）、11月22日（火）、２月上旬） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童17名 

４ 取組の概要 

 ・小学校交流学習①（９月29日（木）実施） 

・小学校交流学習②（11月22日（火）実施） 

・小学校交流学習③（端野中学校訪問を含む）（２月上旬実施） 

５ 成果や課題 

 ○中学校区の小学校との交流学習を行うことで、触れ合う機会をつくり、新しい仲間づくりに

つなげることができた。 

○中学校の校舎の見学や授業の体験を通し、児童の不安の解消につなげることができた。（中１

ギャップによる不登校の未然防止） 

 

小学校交流学習、中学校訪問（小中連携） 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立豊地小学校 
学級数：３学級 

児童数：18名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月16日（水） 

３ 対象及び参加人数 

・全校児童18名 

４ 取組の概要 

 ・法務局北見人権擁護委員協議会による人権教室 

５ 成果や課題 

 ○ビデオ視聴を通して、人の優しさ・思いやりの大切さについて学ぶことができた。 

 ○児童の考えを交流し、考えを更に深めることができた。 

 

  

 

 

 

 

人権教室 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・12月１日（木） 

３ 対象及び参加人数 

 ・保護者12名 

４ 取組の概要 

 ・参観日後に保護者と学級担任による個別面談の時間を設定し、児童の家庭での様子や保護者

の悩みについて相談、情報収集 

５ 成果や課題 

 ○保護者から、児童の家庭での様子について情報を得ることができた。 

 ○保護者に対して、各種相談センターに関する情報を紹介することができた。 

 

 

保護者面談の実施 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立若松小学校 
学級数：３学級 

児童数：18名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・心プロジェクト：10月13日（木）、スポーツや音楽：通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童18名 

４ 取組の概要 

 ・心プロジェクト：児童会が中心となり、全校児童の心を一つにつなげるために、縦割り班ご 

とに、葉っぱの形をした色画用紙に、友達への感謝の気持ちを書き、「ありがとうの木」を制 

作 

・スポーツや音楽：一輪車、水泳、縄跳び、スキー、クロスカントリースキー、サイクリング、

リコーダー等、 

１年間を通してスポーツや音楽に親しむ取組 

５ 成果や課題 

 ○児童一人一人が、友達のよさを見つめ直すとともに、互いのよ 

いところを知る機会とすることができた。 

○高学年児童は、低学年児童にコツを教えることで、低学年児童 

 の意欲や技能を高めることができた。 

 

心プロジェクト（ありがとうの木）、スポーツや音楽を通した心の教育の充実 

 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童18名 

４ 取組の概要 

 ・不登校の未然防止に向けて、日頃から全校児童が触れ合う機会を多くし、互いに思いやる心

を育成 

・ふれあい朝会は、全校遊びは児童会が中心となり内容を考え、低学年から高学年までが楽し

める遊びを、毎週火曜日と木曜日の昼休みに実施 

５ 成果や課題 

 ○ルールを守ることを徹底することにより、遊びの中でのトラブル 

を減らすことができた。 

 ○相手や下級生を思いやる気持ちを育むことができた。 

 

 

ふれあい朝会、全校遊び 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立端野中学校 
学級数：６学級 

生徒数：151名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・生徒会書記局、生活常任委員会 

４ 取組の概要 

 ・生徒全員が明るく挨拶できるようにするために、生徒会書記局と生活常任委員会が協力して

毎朝あいさつ運動を実施 

５ 成果や課題 

 ○自分から挨拶をする生徒が増え、特に、第１学年生徒の意識を高めることができた。 

○本校生徒の挨拶に感銘を受けた内容について、地域住民からの投稿があり、地方紙「経済の 

伝書鳩」に掲載された。 

 

あいさつ運動 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・９月～３月 

３ 対象及び参加人数 

 ・管理職、学級担任、対象生徒、市教委担当職員 

４ 取組の概要 

 ・不登校あるいは不登校傾向の生徒に関して、市教委いじめ・不登校対策コーディネーターや 

スクールカウンセラー、適応指導教室「あおぞらくらぶ」との連携を図り、対象となる生徒 

の困り感の原因究明や対策を検討 

５ 成果や課題 

 ○学校が、市教委と連携しながら家庭との相談を進めることで、親子関係が落ち着き、保護者 

に安心感をもたせることができた。多くの人が関わることで、多面的な見方に基づき対応を 

図ることができた。 

 

 

 

市教委との連携 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立留辺蘂中学校 
学級数：５学級 

生徒数：90名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・毎月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒90名 

４ 取組の概要 

 ・毎月、生徒会執行部が人間関 

係に係るポスターを作成、 

全校給食の際に発表・掲示 

５ 成果や課題 

 ○全校生徒がいじめや人間関係に関する意識を高めるとともに、 

集会活動などにおいて、発表者の意見を尊重する態度を育む 

ことができた。 

○掲示されているポスターの言葉を声に出す生徒が見られるなど、意識を高めることができた。 

 

人間関係に関わる月別目標ポスター作成 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・保護者、地域住民、各関係機関職員 

４ 取組の概要 

 ・不登校生徒の状況について保護者、地域住民、関係機関職員が連携を図り、休業日の様子や 

改善傾向などの気付いたことを共有 

５ 成果や課題 

 ○不登校生徒に対する学校の支援体制や取組の様子を保護者や地域住民、各関係機関職員に周 

知することにより、教育活動に対する理解が深まり、家庭生活の様子について情報を得るこ 

とできた。 

 

 

不登校生徒に対する見守り活動 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立温根湯中学校 
学級数：３学級 

生徒数：28名 

 

１ 取組内容 

 

 

 

 

２ 取組期間                          

 ・10月11日（火）～11月30日（水） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒28名 

４ 取組の概要 

 ・あじわい宣言の”あ”（挨拶をしよう）を全校生徒に徹底させ、よりよい人間関係が築かれ

るよう、生徒会執行部が中心となり挨拶運動を実施 

 ・文化祭では、生徒一人一人に活躍の場が与えられ、あじわい宣言の“い”（いじめをしない）

を意識した取組を実施 

５ 成果や課題  

 ○挨拶運動を展開したことにより、生徒同士の挨拶による交流が図られ、互いに話をするきっ

かけにつながり、爽やかな気持ちにさせ、よい雰囲気を醸成することができた。 

○生徒の自己肯定感や自己有用感を高めることができた。  

   

 

 

生徒会が主体となり「あじわい宣言」を再確認し、よりよい人間関係を構築 

○あ～挨拶をしよう ○じ～時間が守ろう ○わ～忘れ物をしない ○い～いじめをしない  

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月11日（火）～11月30日（水） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒28名、地域住民、保護者 

４ 取組の概要 

 ・分かる授業を実践するために、個に応じた指導に力を入れ、学ぶ意欲の向上と基礎基本の定

着 

 ・各種便り、家庭訪問などを充実させ、相互理解と教育効果の充実 

 ・文化祭で地域住民への案内を行い、学校への理解を促し、協力を得られる体制の整備 

・農業体験などを通して進んで地域社会に奉仕 

５ 成果や課題 

 ○落ち着いて学習できる環境づくりを行うなど、指導の工夫改善を図ることができた。 

 ○文化祭での生徒の様子を地域住民に観覧していただき、地域と学校が一体となって教育活動

を進めていく姿勢を示すことができた。 

 ●些細な情報についても保護者に丁寧に伝える必要がある。 

 

学校・保護者・地域が一体となった生徒が安心して学習できる環境整備 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立常呂中学校 
学級数：９学級 

生徒数：94名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月18日（金） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒94名 

４ 取組の概要 

 ・生徒会書記局が中心となって生徒集会を行い、いじめの未然防止に向けたスローガン「助け

合い、支え合う、協力し合う」の継続を決定 

５ 成果や課題 

 ○いじめ等の未然防止のために、よりよい人間関係づくりについて考えさせ、相手の気持ちに

なって行動することの大切さを学ぶ機会とすることができた。 

 

 

 

生徒会が主体となった生徒集会の開催、生徒会・学級スローガンの設定 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月17日（木） 

３ 対象及び参加人数 

 ・62名（常呂自治区小学校第６学年児童34名、中学校生徒28名） 

４ 取組の概要 

 ・中学校第１学年生徒が中心となって計画を作成、授業見学や校舎内見学、中学校生活や部活

動の紹介、レクリエーションを実施 

５ 成果や課題 

 ○おもてなしの心をもって接することにより、思いやりの心の育成や上級生になることへの自

覚を促すことができた。 

○常呂自治区小学校第６学年児童は、中学校生活に対する不安を解消し、新生活に対する期待

を抱かせる機会とすることができた。 

 

常呂自治区小学校第６学年児童による中学校体験入学 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立東陵中学校 
学級数：10学級 

生徒数：233名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・４月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒233名 

４ 取組の概要 

 ・生徒会書記局と生活常任委員会が１週間交代で朝の登校時間帯において、生徒玄関ホールで

あいさつ運動を実施 

５ 成果や課題 

 ○東陵中学校の生徒会ＳＵＴ運動の一つとして伝統的に実施しており、「あいさつ運動」を通し

て、互いのコミュニケーションを図ることができた。 

○生徒同士だけでなく、教職員や来客に対して挨拶することができた。 

 

 

生徒会活動、朝のあいさつ運動 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒233名 

４ 取組の概要 

 ・不登校生徒だけでなく、課題を抱えた生徒や学級担任などを対象として、積極的に情報交換

やカウンセリングを推奨 

５ 成果や課題 

 ○スクールカウンセラーの利用を推奨したことにより、不登校・不登校傾向生徒の居場所づく 

りを進めることができた。 

 

 

スクールカウンセラー利用の推奨 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市市立光西中学校 
学級数：13学級 

生徒数：372名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月２日（火）～11月11日（金） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全生徒372名 

４ 取組の概要 

 ・いじめに関するアンケート調査を実施後、学級担任による学級への指導 

５ 成果や課題 

 ○いじめをしないことや、いじめにつながる問題点を再確認することができた。 

○いじめの場面を見たとき、どのように行動したらよいかを考えさせ、理解を深めることがで

きた。 

 

 

 

 

いじめ問題アンケートの実施による学級への指導 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・毎週（通年） 

３ 対象及び参加人数 

 ・対象生徒 

４ 取組の概要 

 ・家庭訪問の実施、現状の把握、全教職員による共通理解 

・学習支援エゾリスとの交流 

５ 成果や課題 

 ○不登校生徒に関する状況の共通理解を図り、全教職員で交流することができた。 

○関係機関（学習支援エゾリス）と連携を図ることにより、生徒の得意な学習など実態をきめ

細かく把握することができた。 

 

  

 

毎週の家庭訪問 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立南中学校 
学級数：11学級 

生徒数：303名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月1日（火）～11月30日（水） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒303名 

４ 取組の概要 

 ・いじめ防止について生徒総会、代議員会を中心に検討し、「どさんこ☆子ども全道サミット」

で学んだことや常任委員会活動を主とした校内挨拶運動によって全校生徒が安心して過ごす

ことができる学校づくり 

５ 成果や課題 

 ○いじめを身近な問題として捉え、いじめに関わる様々な立場の人の気持ちを考え、いじめが

起きた時の対処について理解を深めることができた。 

 

 

 

いじめ撲滅の取組 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・4月～3月 

３ 対象及び参加人数 

 ・対象生徒 

４ 取組の概要 

 ・授業の遅れの解消や進学のための学習支援、学習意欲の向上、生徒の居場所づくり 

５ 成果や課題 

 ○不登校生徒が通所や在宅で支援を受け、学習意欲の向上を図る体制を整備することができた。 

 ○生徒の居場所が確保され、学校、家庭、関係機関との連携や情報交流を図ることができた。 

 

 

学習支援事業所との連携 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立北中学校 
学級数：17学級 

生徒数：419名 

 

１ 取組内容 

 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒419名 

４ 取組の概要 

 ・生徒会役員がいじめ問題について自ら考え、その対策を検討・実施 

５ 成果や課題 

 ○いじめを自分ごととして捉え、いじめや人間関係のトラブルを無くすためにはどうすればよ 

いのかを生徒自身の目線で考え、行動や呼び掛けを行うことにより、いじめの未然防止や人 

間関係のトラブルの減少につなげることができた。 

○どさんこ☆子ども全道サミットに生徒会役員が全員参加することで、他校の児童生徒から多 

くの刺激を受け、いじめについて真剣に考え、より効果的な実効策を検討することができた。 

 

・生徒会が中心となったいじめ根絶に向けた取組 

・「どさんこ☆子ども全道サミット」への生徒会役員全員参加 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・年間２回 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒419名 

４ 取組の概要 

 ・Q－Uテストの結果を詳細に分析し、学級集団と生徒理解 

・年間を通した支援サイクルと支援体制づくり 

５ 成果や課題 

 ○Q－Uの結果と学級担任による日頃の観察に基づき、より効果的な対策を検討することがで 

きた。 

○全教職員による情報交換を行い、多面的な生徒理解を心掛けるとともに、生徒の支援方針に 

ついて共通理解を図ることができた。 

 ○気に係る生徒については、Q－Uの結果と照らし合わせるなど、日常的な活用を図ることが 

できた。 

・Q－U テストの実施による生徒理解および校内支援体制づくり 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立高栄中学校 
学級数：14学級 

生徒数：424名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・７月22日（金）、12月21日（水） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒424名 

４ 取組の概要 

 ・笑顔の絶えない高栄中づくりのために自分達に何ができるか、また、どんなことに気を付け

るべきかを全校で確認 

 ・よりよい学校づくりのために、各学級でどんなことに取り組むかを全校で確認 

 ・いじめの根絶・未然防止に向けて学級及び生徒会による宣言 

５ 成果や課題 

 ○夏、冬２回の実施により、反省と改善をしながら、いじめの未然防止の意識を高めることが

できた。 

 ○具体的に取り組む内容を確認し、実践することができた。 

 

笑顔の絶えない高栄中づくり・学級宣言（生徒集会） 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・月１回程度（随時） 

３ 対象及び参加人数 

 ・校長、教頭、主幹教諭、学級担任、学級副担任、養護教諭、生徒指導部等 

４ 取組の概要 

 ・不登校生徒に対して、家庭での様子を把握及び情報共有し、短期間での学習や生活における

取組・対応についての話合い 

・教育委員会や適応指導教室等の関係機関との連携 

５ 成果や課題 

 ○登校復帰に向けて、組織的、計画的に取り組むことができた。 

●スクールカウンセラーの積極的な活用と家庭との連携を図り、一歩ずつ前進できるよう継続

して取り組む必要がある。 

ワンステップアプローチ 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立小泉中学校 
学級数：12学級 

生徒数：324名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年（不定期） 

３ 対象及び参加人数 

 ・生徒150名、希望者30名 

４ 取組の概要 

 ・交流会：生徒会本部が企画し、異学年生徒が、多目的室に 

集まり、ジェンガやオセロなどで交流 

 ・球技大会：生徒会本部が企画し、全校から参加チームを募って、昼休みに体育館においてス

ポーツで交流 

５ 成果や課題 

 ○生徒会の自主的な活動として、生徒会役員が主体的に企画・運営をすることができた。 

 ○多くの生徒が参加しており、楽しく積極的に交流を図ることができた。 

 ●全校生徒の参加や新しい関係づくりに向けて、工夫改善を図る必要がある。 

 

生徒会交流会、球技大会 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月～３月 

３ 対象及び参加人数 

 ・対象生徒 

４ 取組の概要 

 ・市保健福祉部保護課と連携を図った不登校生徒への働き掛け、情報交換 

５ 成果や課題 

 ○関係機関との連携を図った取組を進めたことにより、家庭や生徒との良好な関係づくりにつ 

なげることができた。 

市役所保健福祉部保護課との連携 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立北光中学校 
学級数：12学級 

生徒数：286名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒286名 

４ 取組の概要 

 ・毎朝、生徒会執行部11名による玄関ホールでの挨拶・声掛け 

５ 成果や課題 

 ○挨拶が生徒同士のコミュニケーションを深め、さわやかな一日の始まりとなり、友達同士の 

トラブルや問題行動等の減少に結びついている。 

 ○仲間を支援する意識を育てることで、望ましい人間関係を構築することができた。 

 

生徒会によるあいさつ運動 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒 286名 

４ 取組の概要 

 ・不安や悩みを抱えている生徒とスクールカウンセラーとの相談を通して、心の発達やコミュ 

  ニケーション能力を育成 

５ 成果や課題 

 ○話しやすい雰囲気づくりに努めたことにより、学級担任等に相談できないことを気軽に相談 

する生徒が多く見られ、不登校の未然防止につなげることができた。 

 ○派遣日数が限られているため、突発的な相談や継続的なカウンセリングの実施に向けて工夫 

を図る必要がある。 

 

スクールカウンセラーと連携した教育相談 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立上常呂中学校 
学級数：３学級 

生徒数：56名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月25日（火） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒56名 

４ 取組の概要 

 ・北見警察署生活安全課職員による講話 

５ 成果や課題 

 ○インターネットは、使用法を誤ると危険性を含んでいるということを、全校生徒で確認する

ことができた。 

 

 

防犯教室（SNS・インターネットトラブルについて） 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月25日（火）、26日（水） 

３ 対象及び参加人数 

 ・保護者（25日：15名、26日：12名） 

４ 取組の概要 

 ・日頃の子どもたちの様子を教師・保護者間で交流 

５ 成果や課題 

 ○茶話会において、学校祭や修学旅行、宿泊研修などのビデオや写真のスライドショーを見な

がら学校生活や家庭での様子等について交流することにより、学校と家庭が連携を図ること

について再確認することができた。 

 

 

PTA 学年部による茶話会 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立相内中学校 
学級数：５学級 

生徒数：54名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・５月～３月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒54名 

４ 取組の概要 

 ・いじめの問題について自ら考え、行動し、学校生活を充実 

 ・相手の立場を理解し、思いやりの心の育成に掛かる取組 

５ 成果や課題 

 ○相手の気持ちを理解するために寄り添う大切さについて、理解させることができた。 

 ○人間としての生き方や正しい道筋等について、理解させることができた。 

 

道徳教育、生徒会活動 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・5月～３月 

３ 対象及び参加人数 

 ・対象生徒 

４ 取組の概要 

 ・定期的に状況の交流、生徒理解 

 ・事案や事案例を基に取組について検証 

５ 成果や課題 

 ○情報の共有化を図ることで、不登校の早期発見、早期対応の重要性を理解し、意識を高める 

ことができた。 

 ○学校がチームとして、組織的に取り組むことの重要さを確認することができた。 

 

 

 

 

生徒理解交流、研修 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北見市立東相内中学校 
学級数：８学級 

生徒数：205名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年（月・水・金曜日7：50～8：05） 

３ 対象及び参加人数 

 ・生徒会役員７名、全校生徒205名 

４ 取組の概要 

 ・生徒の実践重点目標として「あいさつ」を設定し、視線を合わせたさわやかな挨拶を交わす 

ことによる「豊かな心」の育成 

５ 成果や課題 

 ○あいさつ運動により、校内や地域住民から生徒の挨拶に対して好評を得ることができた。 

●挨拶は、人との関わりを築く基盤として捉え、全校生徒がさわやかに挨拶できるよう、取組 

を継続する必要がある。 

 

あいさつ運動 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・対象生徒 

４ 取組の概要 

 ・不登校生徒に対し、専門指導員と連携を図り、学習指導、教育相談等の実施 

５ 成果や課題 

 ○不登校・不登校傾向の生徒に対して、適応指導教室や夜間登校、スクールカウンセラー等と 

連携を図った取組を進めることができた。 

北見市適応指導教室への通級、夜間登校による学習、スクールカウンセラーとの相談、他 

 

 

 

 

 

 


